






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































と色彩に関心を寄せている。五葉の行った三分類をまとめると、第一派は墨色の濃淡、筆法を重視す 画派、第二派 墨色筆法と同程度色彩や写形にも注意を払う画派、第三派はその他の新しい研究法で絵を作る画派であり、第一派から第三 までと五葉 いう﹁研究﹂が進むにつれ描線がしっかり 取られ ようにな こと、墨色以外 色が使われるようになったことがわかる。
︽孔雀と印度女︾は一九〇七年、
﹁現今の日本












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の女性が描かれた作品である。画面向かって右側の女性は、髪を結い上げ大きな青いリボンを付けてい の右半分を占めるように全身が描かれ、左手で画面上部からたわむ枝を持っている。この枝の曲線と、画面向 って右 前から左奥に伸びる道はどちらも半円を描くようなゆるやかな弧を描 、画面に統一感をもたせているように感じられる。画面向かって左下の女性も 着物を身につけている。こ 女性の頭には髪飾りらしきものは確認出来ないが、彼女の後ろにあ 朱色の葉が髪飾りのように描かれている。右手を黄色い薔薇 添えており、中指と薬指には指輪をつけている。画面全体を覆う緑色の地面には草花が模様 ように平面的に描かれ 道 傍らには白兎が一羽、画面中央で生い茂る草叢には大きな花びらの赤 花が咲き、画面上部の枝には朱色と緑色の羽をもつ鳥が二羽止まっている。画面全体に花と葉が鮮やかに描きこまれ、さら 女性 身に付
る被布のようなものにも蝶と花の模
様があしらわれている。画面奥へと続く道で若干 奥行きは感じられるものの、平面的に描かれた背景は女性二人 背後に掛けられた幕のように思える。また、黄色あるい 金色の背景が描 れている点 それを背景に女性と植物が主題である点は︽孔雀と印度女︾
、︽此美人︾でも確認








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































という意識であると結論付けた。描線 色彩については、五葉が残した文章﹁現今の日本画﹂や︽孔雀と印度女︾解説文草稿からも五葉が重点と考えていたことがわかった。そして、こ ら三つの特徴が装幀作品も見られるものであるということを 五葉自身が残した文章である﹁思ひ出した事ども﹂
、﹁秋の書斎を飾る可き表装の数々﹂を手がかりに検討










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































book cloth, book binding cloth
の
こ
と
で﹁
ク
ロ
ー
ス
﹂
の
表
記。
製
本
の
外
装
用
材
料
の
こ
と。
綿
布
や
ス
フ
織
物
に
特
種
染
料
を
塗
布
し
た
布
ク
ロ
ー
ス︵
本
ク
ロ
ー
ス
︶、
あ
る
い
は
布
の
代
用
と
し
て
の
紙
ク
ロ
ー
ス
も
あ
る
﹂。︵
引
用
元
　
切
信
一
郎﹁
橋
口
五
葉
の
大
正
二
年︵
一
九
一
三
︶
秋
の
装
幀
自
評
︱﹃
時
事
新
報
﹄
連
載
か
ら
︱﹂
﹃
一
寸
﹄
第
七
二
号、
學
藝
書
院、
二
〇
一
七
年
一
二
月、
一
一
頁。34　
東京新聞編﹃橋口五葉展﹄小田急美術館他、一九九五年 二〇二頁。
資料一覧︵資料一︶
　
橋口五葉︽孔雀
と印度女︾
︵一九〇七年︶解説書草稿
出
典
　
山
西
健
夫
編﹁
資
料
編
﹂﹃
生
誕
一
三
〇
年
　
樋
口
五
葉
展
﹄
千
葉
市
美
術
館、二〇一一年、一六四～一六五頁解説書第三部二十三類
　
号
　
油絵二枚折衝立
　　　　　　　　　
出品人
　
東京市下谷区谷中清水町五番地
　
橋口清
材料及製作法西洋間及和洋折衷間︵に用ゆ
ひる︶ノ室内装飾︵の二枚折衝立を按シ是
ニ油絵具を用ひて装飾画を画きたり︶用トシテ二枚折ノ衝立を作リ是レ図按シ之レニ油絵具ヲ用ヒテ装飾画ヲ画キタリ
　
是ニ用ヒタル料
材料ハ
英國製カンバ
ワス、模造印度サラサ、金箔、沸國製油画具、木製ノ縁、
製
比装飾画トシテ画キタルヲ以テ
トシタル此ハ光陰線の関係ヨリハ線形
ノ調和及ヒ色彩ノ排列卜調和ニ力ヲ用ヒ
注キ以テ作者意匠卜技術トヲ
全
フセン事ヲ勉めタリ
　
図
画中古代印度ノ風俗ヲ假装シタル人物ヲ画キタ
ルヲ以テ衝立ノ縁ニモ古代印度ノロータス模様ヲ用ヒタリ
明治三十八年東京美術学校西洋画科目
卒業
　
研究科在学中
命題ノ説明画
題
　
孔
雀
姫、
　　　
此
レ
ハ
図
ハ
古
キ
物
語
及
又
ハ
歴
史
ニ
依
リ
テ
画
キ
タ
ル
ニアラズ
　
只作者ノ想像卜感情トヲアラ
顕ハサンガ為メ画キタル者ニシ
テ美シキ鳥美シキ花ア
花鳥ノ平和ヲ願エル婦人ヲ ク
アラワサンが為
メ画ケリ
－　－51
若き婦人を平和なる庭園に配し婦人は永久の平和を︵憧憬せる情態ヲ︶願へえる有様 アラワサンと勉めたり挿図出典一覧︵図一︶
　
西山純子﹃橋口五葉
　
装飾への情熱﹄東京美術出版、二〇一五
年、八〇頁
︵図二︶
　﹃生誕一三〇年橋口五葉展﹄
千葉市美術館、
二〇一一年、五〇頁
︵
図
三
︶　﹃
日
展
史
一
　
文
展
編
一
﹄
日
展
史
編
纂
委
員
会、
一
九
八
〇
年、
一
二
八頁
︵
図
四
︶　﹃
生
誕
一
三
〇
年
橋
口
五
葉
展
﹄
千
葉
市
美
術
館、
二
〇
一
一
年、
一
〇
四頁
︵
図
五
︶　﹃
生
誕
一
三
〇
年
橋
口
五
葉
展
﹄
千
葉
市
美
術
館、
二
〇
一
一
年、
一
〇
六頁
︵図六︶
　
独立行政法人国立美術館・所蔵品検索︵最終アクセス二〇一八
年十月十日︶
http://search.artm
useum
s.go.jp/
︵図七︶
　
茨城県近代美術館
　
所蔵作品検索システム︵最終アクセス二〇
一
八
年
十
月
十
日
︶
http://w
w
w
.reserch.m
odernart.m
useum
.ibk.ed.jp/
archives/
︵
図
八
︶　﹃
生
誕
一
三
〇
年
橋
口
五
葉
展
﹄
千
葉
市
美
術
館、
二
〇
一
一
年、
一
〇
八頁
︵
図
九
︶　﹃
生
誕
一
三
〇
年
橋
口
五
葉
展
﹄
千
葉
市
美
術
館、
二
〇
一
一
年、
一
〇
八頁
︵
図
一
〇
︶　﹃
版
画
芸
術
一
五
〇
︱
見
て・
買
っ
て・
作
っ
て・
ア
ー
ト
を
楽
し
む
特集：橋口五葉﹄阿部出版、二〇一〇年、二七頁
︵
図
一
一
︶　﹃
版
画
芸
術
一
五
〇
︱
見
て・
買
っ
て・
作
っ
て・
ア
ー
ト
を
楽
し
む
特集：橋口五葉﹄阿部出版、二〇一〇年、二七頁
︵
図
一
二
︶　﹃
版
画
芸
術
一
五
〇
︱
見
て・
買
っ
て・
作
っ
て・
ア
ー
ト
を
楽
し
む
特集：橋口五葉﹄阿部出版、二〇一〇年、二〇頁
︵図一三︶
　
筆者蔵、筆者撮影
︵
図
一
四
︶ 　
西
山
純
子﹃
装
飾
へ
の
情
熱
　
橋
口
五
葉
﹄
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京
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二
〇
一
五
年、一一一頁
︵
図
一
五
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日
本
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画
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相
　
一
九
〇
〇
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一
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〇
﹄
千
葉市美術館、一九九七年、一二七頁
︵
図
一
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夏
目
漱
石
展
　
秘
蔵
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る
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明
大
学、
二〇一六年、六二頁
︵図一七︶
　
筆者蔵、筆者撮影
︵
図
一
八
︶　﹃
生
誕
一
三
〇
年
橋
口
五
葉
展
﹄
千
葉
市
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二
〇
一
一
年、
八
八頁
︵図一九︶
　
所蔵者の許可を得て、筆者撮影
︵
図
二
〇
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生
誕
一
三
〇
年
橋
口
五
葉
展
﹄
千
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館、
二
〇
一
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八
八頁
︵
図
二
一
︶　﹃
版
画
芸
術
一
五
〇
︱
見
て・
買
っ
て・
作
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て・
ア
ー
ト
を
楽
し
む
特集：橋口五葉﹄阿部出版、二〇一〇年、三 頁
︵
図
二
二
︶　﹃
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画
芸
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一
五
〇
︱
見
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買
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ア
ー
ト
を
楽
し
む
特集：橋口五葉﹄阿部出版、二〇一〇年、二九頁
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図
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︶　﹃
生
誕
一
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〇
年
橋
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五
葉
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﹄
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市
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一
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年、
六
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展
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﹄
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学、
二〇一六年、六二頁
－　－51
（図一）　夏目漱石著、橋口五葉装幀『吾輩は猫である』上篇、服部書店、一九〇五年木版、箔押し、空押し、
紙、二二・二×一五・六センチ、神奈川近代文学館寄託
（図二）　橋口五葉《孔雀と印度女》一九〇七年、油彩、キャンバス、一九三・八 ×
一八四センチ、鹿児島市立美術館
－　－51
（図三）　橋口五葉《羽衣》一九〇七年、油彩（写真）、サイズ不詳、所在
不明
－　－61
（図四）　橋口五葉《此美人》一九一一年、石版、紙、
一〇一・七×七一・六センチ　個人蔵
（図五）　橋口五葉《黄薔薇》一九一二年、絹本着色、
一二二・七×五〇・六センチ、個人蔵
－　－61
（図六）　寺崎廣業《溪四題》一九〇九年、紙本着色、四幅対、各一二七・五 × 六三・〇
センチ、東京近代美術館蔵
雨後 秋霧
夏の月 雲の峰
－　－61
（図八）　橋口五葉《美しい鳥》一九一二
年、絹本着色、一二二・五×
五〇・五センチ、個人蔵
（図七）　横山大観《流燈》一九〇九年、絹
本着色、一四三・一×五一・五 
センチ、茨城県立近代美術館蔵
（図九）　橋口五葉《ペリカン》一九一三年、紙本金地着色、二曲一隻、七六・〇 × 一八二・
〇センチ、個人蔵）
－　－63
（図一〇）　泉鏡花著、橋口五葉装幀『乗合船』表紙刷り見本、春陽堂、一九一三年、木版・紙、二二・三 ×
三三・五センチ、鹿児島市美術館蔵
（図一一）　泉鏡花著、橋口五葉装幀『乗合船』春陽堂、一九一三年、木版・紙、二二・
五×一五・二センチ、個人蔵（千葉市美術館寄託）
－　－64
（図一二）　夏目漱石著、橋口五葉装幀『虞美人草』春陽堂、一九〇八年、木版・紙、三九・八
×二七・五センチ、千葉市美術館蔵
（図一三）　夏目漱石著、橋口五葉装幀『四篇』春陽堂、一九一〇年、二二・六 × 一五・一センチ、筆者蔵
－　－65
（図一四）　ツルゲーネフ著、長谷川二葉亭訳、橋口五葉装幀『浮草』金尾文淵堂、一九〇八
年、木版・箔押し・紙、二二・六×一五・〇センチ、個人蔵（千葉市美術館寄託）
（図一五）　モリエール著、草野柴二訳、橋口五葉装幀『モリエエル全集』金尾文淵堂、一九〇八年、木
版・紙、二一・九×二九・六センチ、個人蔵
－　－66
（図一六）　夏目漱石著、橋口五葉装幀『行人』大倉書店、一九一四年、二二・五 × 一五・三センチ、個人蔵
（図一七）　夏目漱石著、橋口五葉装幀『四篇』扉絵、
春陽堂、二二・六×一五・一センチ、一九
一〇年、筆者蔵
－　－61
（図一九）　森鴎外著、橋口五葉装幀『ちりひぢ』千章館、一九一五年、個人蔵
（図一八）　橋口五葉装幀『新世紀』二巻四号、表紙、
新世紀社、一九一三年、印刷、紙、二二・
〇×一五・五センチ、鹿児島県歴史資料セ
ンター黎明館蔵
－　－61
（図二一）　森田草平著、橋口五葉装幀『自叙伝』春陽堂、一九一一年、木版、紙、二二・六
×一五・九センチ、個人蔵
（図二〇）　橋口五葉装幀『英語』一三巻一号、表紙一九
一一年、印刷、紙、二二・〇×一五・三セ
ンチ、鹿児島県歴史資料センター黎明館蔵
－　－61
（図二二）　泉鏡花著、橋口五葉装幀『恋女房』鳳鳴社、一九一三年、木版、紙、二二・三
×一五・三センチ、個人蔵
（図二三）　夏目漱石著、橋口五葉装幀『漾虚集』扉大
倉書店、服部書店、一九〇六年、木版・石
版、紙、二二・五×一六・〇センチ、個人
蔵（千葉市美術館寄託）
－　－11
（図二四）　夏目漱石著、橋口五葉装幀『彼岸過迄』春陽堂、一九一三年、二二・六 × 一五・〇センチ、個人蔵

